
●岩手県下閉伊郡山田町出身

●昭和58年４月 山田町役場に奉職

　 平成22年４ 月よ り 総務課危機管理

室長に 就任、 平成23年３ 月11日、

東日本大震災発生時には、 最前線で

指揮を 執っ た。

　 以後、 町の復興に尽力さ れ、 令和２

年３ 月に退職。 退職後も 再任用職員

と し て後進の指導にあたる 傍ら 、 静

岡県を 中心に全国で講演を 行い、 自

身の経験を 伝えている 。

★山田町紹介★

● 岩手県の東部に位置し 、 町の北・ 西

部は宮古市、 南部は大槌町と 接し 、

東部は太平洋に面している。

● 東日本大震災発生時、 震度５ 強を観測

し 、 ６ｍから19ｍもの津波が押し 寄せ、

町全体が甚大な被害を受けた。

白
し ら と

 靖
やす

行
ゆき

 さ ん

★講師紹介★

東日本大震災の記録 ～後世に残し 伝えるために～

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
本
年
２
回
目
と
な
る
防
災
研
修
会

【
地
震
災
害
編
】
を
、
８
月
25
日
（
金
）

に
町
職
員
向
け
、
26
日
（
土
）
に
町
民

向
け
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
東
日
本
大
震
災
を
経
験

し
、
復
旧
・
復
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
岩

手
県
下
閉
伊
郡
山
田
町
の
元
危
機
管
理

室
長
の
白

靖
行
さ
ん
を
お
招
き
し
、

震
災
発
生
当
時
の
対
応
や
様
子
に
つ
い

て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
職
員
向
け
の
講
演
で
は
、
震
災
時
の

経
験
談
を
交
え
て
、
災
害
発
生
時
に
想

定
さ
れ
る
課
題
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
職
員
ら
は
、
災
害
時
の

効
率
的
な
組
織
体
制
に
向
け
、
日
頃
か

ら
災
害
時
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
訓
練

す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
、
危
機
管
理

の
心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。

　
町
民
向
け
の
講
演
で
は
、
震
災
直
後

の
津
波
の
映
像
や
町
の
様
子
を
記
録
し

た
写
真
を
用
い
て
、
当
時
の
緊
迫
し
た

状
況
や
思
い
な
ど
を
振
り
返
り
な
が
ら

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
か
で
も

「
自
助
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
災
害

時
に
は
一
人
一
人
が
「
自
分
の
命
は
自

分
で
守
る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

逃
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
り
、
聴
講

者
ら
約
70
名
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し

た
。

　
白

さ
ん
は
、
避
難
場
所
を
校
庭
か

ら
裏
山
に
急
遽
変
更
し
、
児
童
や
教
諭

が
助
か
っ
た
小
学
校
の
事
例
か
ら
「
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
決
断
が
時

に
は
必
要
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

こ こ にも 、 一つの物語。
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